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挑戦の姿勢（イザヤ60：1-3）
聖書を開きたいと思います。イザヤ60：1-3までです。「起きよ。光を放て。あなたの光が来て、主の栄光があなたの上に輝いているからだ。見よ。やみが地をおおい、暗やみが諸国の民をおおっている。しかし、あなたの上には主が輝き、その栄光があなたの上に現われる。国々はあなたの光のうちに歩み、王たちはあなたの輝きに照らされて歩む」。
新年あけましておめでとうございます。また、新しい年、1年がやって来たでしょうか。私たちにはそうではないと思います。2015年、神様は私たちのための祝福を用意し、また、新しい神様の答えを備えて私たちに許し与えられたと信じております。そのような期待と希望を持って、元旦礼拝のメッセージに預かるようにしていただきたいと願います。

果たして神様は2015年、特にレムナント教会の兄弟姉妹の私たちにどのような祝福、どのような答えを用意していらっしゃるのでしょうか。神様のみことばを通してそれをキャッチし、また、約束として心握っていただきたいと願います。神様のみこころが読み取れるようになれば、皆さんは神様と通じ合うようになります。そして、牧師がどんな心、気持ちを持っているのか、何をおっしゃりたいのかが読み取れるようになれば、皆さんは牧師とも通じ合うようになるでしょう。その神様のみこころ、神の御旨、牧師の意図などが、このみことば、メッセージの中にあります。ですから、メッセージに集中し耳を傾けていただきますと、神様の御旨が読み取れるようになるし、必ず通じ合うようになります。そうすると、そのような人には敵なしです。必ず勝利します。状況がどうであれ、また、条件がどんなに不利であっても構いません。必ず勝利します。そこが人生の勝利のポイントです。今まで私たちはこれがあれば、こうなれば、こうしてくれればといろいろなことを考えていました。しかし、本当にそうだったでしょうか。今までしっかりと検証してここまで来たのではないでしょうか。そうではありません。神様と通じ合うようになれば、その後は神様からみわざを現して、神様から勝利を与えられる、神様から祝福の証拠を与えられるということです。この方程式、図式を、決して忘れないようにしていただきたいと願います。そういう意味で、この2015年、神様がレムナント教会の兄弟姉妹に用意していらっしゃる祝福、その答えを、まず3つ、しっかりと握っていただきたいと思います。それが今日の聖書の箇所によくあらわさています。
今日の聖書を見ると、このように記されています。2節を見ますと、見よ。やみが地をおおい、暗やみが諸国の民をおおっていると書いてあります。つまり、この2015年、神様が皆さんのため用意していらっしゃる答えは何かというと、神の目でこの世を見る答えを与えられるでしょう。今までは世の中を生きてきましたが、見る目が全く違っていたと思います。それでは本当の意味での勝利は期待できません。鳥の群れが空を飛んでいるときに、漁をしている人が見るときには「すごい餌食だね」とみます。画家がその風景を見たときには、「絵の一つだね」と見るでしょう。焼鳥屋さんが見ると、「すごいいい素材だね」と見るでしょう。同じ風景を見ているのに、誰が見ているのか、どのような目を持って見るのかによって全く違います。私たちは今この世を生きています。この世から離れて生きることはできません。しかし、問題は、この世をどのように見るのかということです。2015年、神様がひとりひとりに今まで経験したことのない神の目でこの世を見る祝福を与えられることを祈ります。今、世の中は皆さんがご存知のとおり様々な問題が終わらずにずっと続いています。国と国との間、民族と民族との間に紛争が絶えないし、その間々の様々な葛藤、どうにもならない状態がずっと続いています。昔からも同じでしょうが、自然災害がより頻繁に起きて、多くの人が国や肌色など関係なく、その自然災害に見舞われて苦労するようになります。大洪水や台風、地震、火山など。また、今まで経験したことのない、だからワクチンなども未完成の病気も流行るようになり、人も動物も被害に遭う世界に今、私たちは生きているのではないでしょうか。その中でも人々が勘違いするように、この世というのはあらゆる面で発展を遂げています。
この間も申し上げましたように、携帯などは昔は想像すらできなかったものではないでしょうか。これからはたぶん、携帯を持たないで交信ができるような時代ももう目の前に来ているのではと思います。何かを押すだけで話ができるような、どこまでこの発展がずっと続いていくのか、進んで行くのか楽しみでもありますが、それももちろんこの世の一面です。しかし、その発展の中で人々は幸せではありません。発展すればするほど、それから、発展のために貧富の格差や人種の格差、様々な面において格差がどんどん広がるようになり、その発展に埋もれてひとりひとりは孤独の中で心の虚しさをどうすることもできないまま倒れていくようになります。それがこの世ではないでしょうか。その中で、これはもう異常ではないかと思うしかない犯罪、中毒症状などに、みな悩んでいます。自分一人の問題ではなく、危険ドラッグはもう社会問題になっているのではないでしょうか。これがどこかの国一つの問題ではなく、世界的な問題、この世の問題です。そのような中でひとりひとり個人は無気力な状態になり、自分なりに仕方なく生きていくために頑張ってはいるのですが、希望が持てない。それで絶望の中を歩き、それに耐えきれないときには、あらゆる処置を自分なりに取るようになります。他の人と無理心中してしまうのか、あるいは自分一人で命を絶ってしまうのか。それらの方向に流れるしかないということが、今起きているのではないでしょうか。これが今のこの世です。テレビを見ていると専門家やコメンテーター、政治家、経済学者などが、いろいろな方面、角度から分析をして評価をしてコメントしています。つまり、これを見ているのはクリスチャンでない人々も同じくこのような問題を見ています。私たちも同じ目で今まで見てきたのではないでしょうか。ニュースを見ながら、また皆さんの身の回りで起きている様々なことを見ながら、「そうか。大変だ。これからどうなるのだろう」と見ていたでしょう。そのような見方では世の中の人と何も変わることがありません。神様が2015年、レムナント教会の兄弟姉妹の皆さんに与えようとしておられる祝福は何かというと、そのような世の中を見ながら本当の問題はそうではなくて、実は暗やみの力に覆われていてこのようになるしかないと、それから、どんなに暴れて、どんな方策を立て、どんなに頑張っても改善することはできないのだと見る目を持たないといけません。これが2015年、皆さんのために用意していらっしゃる祝福です。宝くじに当たることではありません。この目が開かれていないまま世の中を見ると、世の中の未信者と何も変わらないでしょう。そこでどうしてクリスチャンの勝利が期待できるのでしょうか。たぶん、皆さんは祝福を求めつつ、勝利を期待していたかもしれませんが、神様の目でこの問題、この世の中を見ていなかったのではないでしょうか。2015年は、そこを変えていきましょう。神様はそれを用意していらっしゃるわけですから。
ただ問題を見るわけではありません。ひとりひとりの問題も同じです。自分自身の問題も結局、同じです。ですから、神様の目でこの世を見るということは、このような問題をすべて一緒に肉眼で見るのですが、世の中の政治家や学者、お医者さんはコメントできないプラス一つが求められます。それが何かというと、実は暗やみの力に覆われているからです。実はまことの創造の神様、光の神様を失い、その神様から離れた結果、目に見えないこの世の支配者と言われている暗やみの力、暗やみの支配者、悪魔、サタンに捕らわれていてこのようになるしかないのです。この世を見るとき、神様はそのように見ていらっしゃいます。そのように見るときに皆さんの気持ちは変わります。「この世はかわいそうだ。この世は真っ暗だ。だから、この世には政治や教育や福祉ではなく光が必要なのだ。神の目でこの世を見ると、身近な所でもニュースで見る遠い国の話であってもこの世には光が求められるのだ」と。その光であるイエス・キリスト、暗やみの力を打ち破って、そこから私たちを救いだし光へと導くことができる唯一の希望、唯一の方、光が世に来られたイエス・キリストがその光です。暗やみに勝てるのは光しかありません。皆さん、ひとりひとりの問題もそれが問題ではなく、実は暗やみの力なのです。今、皆さんが求めていて、皆さんがとっている方法は方法ではありません。まことの光である悪魔の頭を踏み砕いてまことの神様のいのちであるイエス・キリスト、十字架にかけられてよみがえられ今も生きていらっしゃるイエス・キリストだけが答えです。だから、神様の目でこの世を見るようになると必ずこのようになります。実は…。これからその答えが皆さんひとりひとりにあることを祈りたいと思います。実は、これは暗やみの力なのだね。実は、創世記3章の霊的な問題なのだね。福音だけが答えなのだね。この世には福音が必要だ。福音でなければ日本には希望がない。私の会社に福音が必要だ。芸能界に福音が必要だ。政治の世界に、教育の世界に必要なのは福音なのだね。そのように示され確認でき、それが見るたびにいつでも何回でも繰り返されるということがまことの祝福です。皆さんの能力が足りないわけではなく、この目で世の中を見ていないので、皆さんに力がないかもしれません。また、自分自身にある問題が変わっていないかもしれません。それなのに他のところを叩いているのです。2015年は、どこかを探してドアを叩いていたことをすべて取りやめて、神の目でこの世を見る祝福に預かるようになっていただきたいと思います。そうすると、皆さん自分自身も変わるし、必ず神から力を与えられます。他には惑わされないようにしてください。これだけです。
それから、もう一つそれに基づいて2015年、レムンなんと教会の皆さんに与えようと用意していらっしゃる祝福が何かというと、神の目で自分を見る答え、祝福が与えられるでしょう。今日の聖書にはこう書いてあります。2節の後半、「しかし、あなたの上には主が輝き、その栄光があなたの上に現われる。国々はあなたの光のうちに歩み、王たちはあなたの輝きに照らされて歩む」。1節にもこう書いてあります。「主の栄光があなたの上に輝いているからだ」。イザヤ預言者が預言していたこの内容は、イエス・キリストが来られて、イエス・キリストを信じるひとりひとりに成就しました。つまり、皆さんのための預言です。けれども、残念なのはイエス・キリストを信じるクリスチャンなのに、自分を見るときに神の目で自分を見ていません。だから、必ず勝利するはずなのに、勝利が形になって中々、自分自身に現れません。それを別のところにまた原因があるかと思って叩くわけです。そのような苦労、さまよいはもう終わりにしましょう。2015年、神の目でこの世を見る祝福、そして、神の目で自分を見る神様の答えが必ず現れます。
私が若い頃、教会の前に立って誰かを待っていました。すると、日曜学校に子どもを送るために連れてきた教会に通っていない未信者の親戚の人が、あとで親戚の教会の姉妹にお話をしたそうです。「教会の玄関前に立っている男の子は誰なの」と聞かれたようです。「あの人は法律無くしても生きていけるような格好に見えるよ。あの人は親の言うことは一度もNOと言っていないよい子でしょう」と言ったようです。誰の話でしょう。私の話です。それを後から聞きました。周りからは私のことを遠くから見たときに、そのような目で見たようです。それが本当の自分でしょうか。部分的には合っています。その人は私のことをよく知らずに外見だけを見てそのように判断しました。私をよく知っている人が私のことをこれだ、あれだという場合もあります。本当に身近で私のことを知っていた人は「あの人はものすごくデリケートだね。あの人は深入りが難しい」という評価もしていました。昔の話ですが、「見た目と全然違うね」とかも言われました。どちらが私なのでしょうか。そして、親が言うときにはまた別の意見です。周辺から皆さんを見る目があります。それが本当に皆さんなのでしょうか。でも、皆さんはものすごく気になって、それにある意味、脳細胞が捕らわれていて自分はこういうものなのか、こういうものだろう、こういうものだねと思い込んで追い詰められたりしていたでしょう。教会に通っているクリスチャンなのに、いまだに自分を見るときにそのように見てはいないでしょうか。あるいは自分自身を見るときに、自分で自分を見るときがあります。自分で自分のことをどう思いますか。私は両極端な自分があったと思います。自分はものすごく頭がよくて何でもできるし人に迷惑など欠けないし皆に好かれるだろうと思う自分がいました。ある部分では、私は本当にだめな人間だ。他の人と比べたときにできることがあまりない。体力も忍耐力もないし私はこんなものだと思うときもあります。両方とも嘘ではないと思いますが、自分で自分のことを見るというのがあります。それは本当に自分なのでしょうか。しかし、私たちは今までそれによって自分のことを考え、それに動かされて人生を生きてきたと思います。そのままでは私たちは勝利できません。それがすべて合っているかもしれませんが、神様の恵みによってそんな私が何十％正解なのか分かりませんが、その私がイエス・キリストの血潮によって救われて変えられました。それで神様が私をご覧になるときには、そういう目で見ていません。神様は悪魔でもキリスト、イエスの眼鏡を見てご覧になっています。そのことをぜひ覚えてください。皆さんが自分のことを考えて、周りから皆さんのことを評価するそれとは一切関係ありません。神様はそれをまったく資料にしません。材料にしません。神様は独自に判断していらっしゃいます。キリスト、イエスの眼鏡をかけて見ていらっしゃいます。デリケートでだめだろう、ときには偉いと言われたりする自分ではなく、神様の目で自分を見たときには、あなたは私の目に尊い者、イエスの血を代価としてあなたを買い取られるほど貴重な存在です。神様が臨まれるのは、勝手に周辺の評価と自分自身の目で見て評価しては困る。それは嫌だ。それはサタンが好きなことだ。もう終わりにしよう。私はあなたのことをそのように見ていない。あなたがどんなに足りないもので、どんなにみじめな人間でもイエスの眼鏡をかけて見るから見えないのです。すべてきよめられて完璧に許された清い存在です。神の子どもと呼ぶにふさわしい存在です。あなたのためにいのちをかけました。王である祭司という言葉が当てはまる存在です。それが神の目で自分を見たときの評価です。この答え、この祝福が2015年は必ず、皆さんのものにならないといけません。そのために2015年という1年を神様が許されました。神の目で自分を見るように。見た目も無視できません。でも、その見た目を見るのは、周辺の人と自分自身しかいません。神様はそれを見ていらっしゃいません。背が小さいか大きいか、太っているか痩せているか、ハンサムなのかブスなのか、それは世の人が決めた基準であって神様の眼中にはありません。神様はキリスト・イエスの眼鏡をかけているからそれしか見えません。すべてがかわいくてしょうがありません。人間同士を比べたり無視したり尊敬したりいろいろあるだけで、神の目で見たときには尊い存在です。神の目で見たときには、皆さんひとりひとりは暗闇に覆われて福音でないと滅びるしかないこの世を、世の魂を助けることができる存在です。そのために皆さんの内側に神様ご自身が入って一緒に住まわれることにしました。神様が皆さんを見たときには、皆さんがよくやったのか、頑張ったのかそうでないのかなどは見ていません。古いものは過ぎ去ってすべて新しくなっている。結局、神様の声を聴くのか、自分の声、つまり、サタンの声に聞き従うのか、その戦いです。
2015年、皆さんの内側から沸き起こる自分の声、周辺の声、それらは全部、サタンの声ですが、それを聴くのでしょうか。それとも神様の声を聴くのでしょうか。神様はキリスト、イエスにあって、皆さんひとりひとりを尊い存在、聖なる国民、神の子ども、天の御国の民、王である祭司とおっしゃっています。それを素直に受け入れて、神の目で自分自身を見ることを信仰と言います。信仰は頑張って何かをやることではありません。たぶん、今まで何かがねじ曲がって中々、ほどけない何かがあったとすれば、他にいろいろな理由があると思うでしょうが、全部消してください。神の目でこの世を見ていないからです。そして、神の目で自分自身を見ていないからです。神の栄光がすでに皆さんに臨まれて、皆さんのものになっています。だから、本当はサタンが皆さんを見ると、キリストの栄光が輝いているので怖がって恐れるはずなのです。しかし、私たちがそれを認めないし信じません。信じないときには、サタンも遊びます。何も要求しません。信じるだけです。神は皆さんを愛していらっしゃるとおっしゃっています。あなたの滅びるべきすべてを全部なくしたと。あなたは尊い神の子どもです。それだけではありません。それを裏返しますと、何を意味するかというと、だから、あなたはこの暗闇に覆われていてどうにもならない、福音でなければ希望がまったくないこの世、この世の人々を助けて生かすことができる存在だと見ていらっしゃいます。そのための十分な資格を持っている人です。そして、神様はこの暗闇の世を、暗やみの世の人を生かして助けることができる十分な条件をすべて整えていらっしゃいます。皆さんはそのような存在です。いつ分かるのでしょうか。キリスト、イエスにあって神の目で見るとそうなります。ここが2015年の答えです。せっかくクリスチャンなのに、なぜ自分のことを勝手に思うのでしょうか。元旦礼拝の本部のメッセージの中で、第1講義が自分勝手にというのは創世記3章でして、自分勝手にしないでください。その代わりにキリストと入れ替えてください。自分はこう思います。自分は…ではなく、神様は。神の目で見たときには、キリストの眼鏡をかけて見ていらっしゃいます。ぜひ今年1年間、完璧に皆さんのものになるように。私は暗闇に覆われているこの世に光を持って彼らを助け生かすことができる十分な資格を持っているし、十分な条件を持っているものです。私は祝福のものだ。いつでもそのように言えるようにならないといけません。それが皆さんです。今、これを聞きながらも「中々、信じられないな。話はいい話だけど」と思う、そこが皆さんの信仰の問題です。そのような方でも本当は十分な資格があり、十分な条件が整えられている方です。信じてください。キリストに目を止めてください。神様は皆さんのように皆さんを見ていません。周りが何と言おうがそのように神様は見ていません。当てにしないでください。無視してください。神様が私のことをどのように見ていらっしゃるか。神様は残念ながら目がものすごく悪いので眼鏡をかけなければなりません。その眼鏡がキリストです。その眼鏡は見るとキリストにしか見えません。皆さんがキリストにあふれ、キリストを宣べ伝えられる存在にしか見えません。つまり、この暗闇の世の中において唯一、希望であり、希望に輝く存在として見えてきます。だから、神様はひとりひとりに希望を託して皆さんを召されたとエペソ1：13にも書いてあります。その答えが皆さんのものになることを祈りたいと思います。
最後です。これが本当であれば2015年は暗闇の世の中を、世の人々を生かして助けるために神様の方法によってそれに実際的に挑戦する答えを与えられるでしょう。今までなかったかもしれません。それで聖書にはこう書いてあります。「起きよ。光を放て」。この答えが2015年、皆さんひとりひとりにあることを祈りたいと思います。神様の方法は何でしょうか。これは本当に恵みにあふれる方法です。何も負担になりません。また、できるかできないかなど心配しなくてよいのです。もう一度言います。皆さんに十分な資格と条件を与えられ、皆さんを通して暗闇に覆われているこの世、世の人を助けるというのが契約です。これが約束です。この契約を信じる信仰によって挑戦することが神様の方法です。ただ信じればよいです。なにをでしょうか。レムナント教会の兄弟姉妹を通して暗闇に覆われている、福音でなければ絶対に希望のない世を生かし、世の人々を生かすという約束です。それが神様の約束です。それを信じればよいです。
それから、どこから始めればよいのかというと、今現在、許されている皆さんの現場、それが職場であれ、小さなところであれ、どの分野であれ関係ありません。皆さんの今いらっしゃる現場でスタートすることが神の方法です。世界福音化をしなければいけませんが、スタートは今の皆さんの現場です。例えば、半年後に職場を変わるかもしれません。そのときはそのときで、今です。今日、皆さんに許されている現場です。その現場にいろいろな事情、状況があるでしょう。それを勝手に判断しないようにしましょう。契約のためにそこにいらっしゃいます。それを信じてそこから始めればよいのです。何が難しいでしょう。そして、神様の方法は、そこで何かをしなさいではなくて、これから神の力を体験しなさいとおっしゃっています。皆さんが暗やみの現場を見て自分自身を神の目でしっかり見て、挑戦の姿勢を取り、それから具体的な今の皆さんの現場からスタートするつもりでこの契約がなされるようにという祈りを始めればよいです。祈りは自分でやるのではなく、神の力がこの契約を成就しますという信仰です。だから、神の方法は、祈りを通して神の力を現すことです。できるできないという評価はいりません。これが皆さんに与えられる2015年の祝福であり答えです。皆さんが挑戦しなければいけないことです。祈りに挑戦してください。

どんな祈りでしょうか。いろいろな祈りがありますが、暗やみの現場が見えてきて福音でなければ絶対に希望がない、私にその福音を伝えて現場を生かす資格と条件が十分に与えられているすごい存在だと分かっていれば挑戦します。その契約が成就するための祈りです。ぜひやってみてください。一日一回でも時間を決めてこの祈りを始めればよいです。難しくないでしょう。神様、この1番、2番の約束を心から告白し今から祈ります。この職場、地域、現場に、この人間、あの人間がいます。ここから始めます。ここに神の力が聖霊の力が現れて契約が成就するように。契約は何でしょうか。私を通して暗やみに捕らわれている人々が助かることで、暗やみの力が砕かれることです。信じて祈ってください。それが2015年の答えです。挑戦です。

それと同時に、そのことのために皆さんに今、与えられていること、仕事を初めそれに対して最善を尽くしてください。それで本当の意味絵の成功を治めるようにしてください。神様がそのようにしてくださるでしょう。今まで申し上げました内容を省いて成功をし一生懸命頑張る人は、私は正直に言います。頑張らない方がよいです。うまくいかない方がよいです。しかし、この契約を握って挑戦する人であれば信じてください。最善を尽くして、これは神からの聖なる仕事です。最善を尽くして、まことの成功を期待しながら祈りつつやってください。これが挑戦です。周りから見て認められるくらいに。必ず神様がそのように祝福されるはずですから。あきらめないでください。途中であきらめたりしないでください。
最後です。今、どこを挑戦すればよいのか、皆さんがやっていることに最善を尽くすということもあまりやっていないでしょう。少し厳しければすぐやめたり、褒められればやったり。そういうことではなくて他の未信者と比べて、時間的にも早めに努力も2倍、3倍、10倍しましょう。なぜでしょうか。皆さんは宣教師ですから、これが挑戦です。できます。それで本当の意味で成功しましょう。それに対してこれから挑戦しましょう。挑戦というものは成功に思いがかられることではなくて、最善を尽くすことです。それに挑戦してください。学生は勉強に。そうしていくと必ずその中で皆さんに福音を聞くべきものが起こされるはずです。どういう形でも。そのときに正しくイエスのいのちの福音を伝え、その中で受け入れて継続できるものが起こされるので、そういう人をみことばを持ってフォローして行く準備をしてください。これを言葉で言いますとタラッパンと言います。それに挑戦してください。必ず今皆さんの現場でそのようなことが起きるということを期待しながらやってください。これが2015年、神様が皆さんのために用意していらっしゃいます。聖書の学びをしましょうとは違います。皆さんが契約を握って、皆さんの現場で信仰を持って始めました。お祈りをささげたわけです。それから、やっていることに最善を尽くしました。そのうちに神様が起こしてくださいます。これは間違いありません。そのときにひとりで終らないで、その人がまた私と同じように神の目でこの世を見て、神の目で自分を見て自分の人生を見て、その人の周りに私と同じような挑戦ができるようにみことばをもって助けてあげる、フォローしてあげるということです。これが2015年、神様が皆さんのために用意していらっしゃることであるし、また、皆さんが挑戦しなければなりません。このために「起きよ。光を放て」とおっしゃっているのです。2015年、皆さんに神様の大きな祝福、大いなるみわざが現れることを信じてお祈りいたします。
(祈り)

　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。2015年、礼拝を持ってスタートすることができ、2015年に神様が用意していらっしゃる祝福を約束としていただき握ってスタートすることができありがとうございます。ひとりひとりが本当に神の目でこの世を見ることができ、この世に福音が絶対に必要だということが刻印されるように。また自分自身を見るときに神の目で見ることができ、本当のいやしの祝福がひとりひとりに与えられて、迷わずに疑わずに葛藤など覚えないで自分の許されている現場に祈りを持って挑戦することができる年にしてください。すでに神様が始められましたので大いなる神の祝福が間違いなく豊かに現されることを信じて感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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